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岐阜市ゼロカーボン市民懇談会 第3回
脱炭素に向けて（社会編）

ゼロカーボンに向けての
様々な取組

木原浩貴



■研究テーマ 博士（学術）

➢ ①日本における心理的気候パラドックスの実情
➢ ②持続可能な地域づくりを支える社会的基盤

■職歴
➢ 2000～2003年 気候ネットワーク職員
➢ 2003～ 京都府地球温暖化防止活動推進センター

（2011年～事務局長 ２０２０年～副センター長）

➢ 201７～ 龍谷大学非常勤講師
➢ ２０１７～２０２１、2023～ 立命館大学授業担当講師
➢ 2018～ たんたんエナジー株式会社（代表取締役）

➢ 2021～ 総合地球環境学研究所 客員准教授

木原について（岐阜出身の48歳） 2

主な著書（いずれも共著）



さあ、ゼロカーボンへ
（簡単な振り返り）



4「ゼロカーボン」の必要性

気温は急激に上昇する 「ゼロ」にしないと気温上昇はとまらない
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5ゼロ・カーボンって、どういう状態？

再エネ

再エネ

化石燃料エネルギー
消費量

①効率よく使って、
エネルギー消費量を減らす

②再エネ
利用を増やす

化石燃料→吸収 ③どうしても
出てしまう分は
新たな植林や
機械によって
吸収・固定化



6CO2はどこから出ているのか（部門別）
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7CO2はどこから出ているのか（家庭）

JCCCAすぐ使える図表集より



「一人ひとりががんばる」
ではどうしても限界がある

事例を参考に「みんなで脱炭素」
を考えてみよう

（「巻き込み構造」の逆回転化）



【建築物】木原の自宅（探さないでね・・） 9



10【建築物】鳥取県の健康省エネ住宅

鳥取県は、経済的で、快適・健康に過ごせる住宅（ZEH以上の断熱性能）を
「とっとり健康省エネ住宅」として認定。補助を実施。

https://www.pref.tottori.lg.jp/308449.htmより

断熱性能を上げた方が、結果的に光熱費の削減になる。しかも、地域経済活性化にも。

https://www.pref.tottori.lg.jp/308449.htm


11【建築物】ZEHの普及状況

（国は2030年には「新築平均でZEH達成」と目標を設定）

https://zehweb.jp/zehinfo/topics/20241225/より

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/general/housing/data/zeh_leaflet.pdf より

岐阜市の工務店が担える状況をどうつくる？

https://zehweb.jp/zehinfo/topics/20241225/
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/general/housing/data/zeh_leaflet.pdf


12【建築物】ZEB改修でコスト削減

断熱改修でZEBを実現。
費用は充分に投資回収可能。

https://www.env.go.jp/earth/zeb/case/index_rnw.html
https://go100re.jp/wp-content/uploads/2022/09/20221005_seminar_Yamaguchi.pdf より

貴重な税金をムダにしないためには、断熱が不可
欠。（やらないと近い将来の批判対象に？）

https://www.env.go.jp/earth/zeb/case/index_rnw.html
https://go100re.jp/wp-content/uploads/2022/09/20221005_seminar_Yamaguchi.pdf
https://go100re.jp/wp-content/uploads/2022/09/20221005_seminar_Yamaguchi.pdf
https://go100re.jp/wp-content/uploads/2022/09/20221005_seminar_Yamaguchi.pdf


13【建築物】プラス・エネルギー市庁舎
ドイツ フライブルグ

（木原撮影）



14【建築物】プラス・エネルギ-集合住宅
オーストリア ランゲネック村

（木原撮影）



15【建築物】ウィーンの社会住宅

ウィーン市の気候変動対策担当者の話

「ウィーンが目指すのは生活の質が高いまち。誰もが充実した健康・福祉サービスを
得られる必要がある。」

「室温を22度から18度に下げて我慢しろというのでは決してなく，誰もが暖かい住
宅に住めなければならない。貧しい人も豊かな人も，同じ快適性を得られる街でな
ければならない。」



16【建築物】日本のゼロカーボン街区の例

ＺＥＨ－Ｍ（Oriented）基準で市営住宅の建て替え
高層化により空いた土地にZEHの戸建て住宅群を整備 ゼロエネルギー街区実現へ
（福知山市資料より）



17【建築物】高校生の声で実現した学校断熱

高校生の提案がきっかけで実現した
上田高校の「学校断熱ワークショップ」



18【建築物】学校断熱ワークショップの効果

2025年3月1日(日)

温度グラフ

内窓設置あり
南側窓際温度

内窓設置なし
南側窓際温度

28.9℃

20.8℃

16.3℃

日射しが強い時間日
射熱で温度上昇

Low-E複層遮熱ガラス
が日射熱をカット

外気温度

遮熱効果で
温度差 8.1℃

2025年3月23日(日)

温度グラフ

32.4℃

21.8℃

20.0℃

日射しが強い時間日
射熱で温度上昇

遮熱効果で
温度差 10.6℃

天井断熱効果で
外気温の影響を受けにくい

内窓設置後の温度比較 内窓設置+天井断熱後の温度比較

内窓設置あり
南側窓際温度

内窓設置なし
南側窓際温度

外気温度

「3－1の教室だけ暑い。耐えられない」という生徒からの改
善要望がきっかけ。京都府温暖化防止センターがサポート
してワークショップを実施。



みんなが快適・健康
（そして、ゼロカーボン）

に暮らせる建築物が普及した
岐阜市を実現するためには



20【交通】ガソリン車は販売禁止へ

経産省「トランジション・ファイナンス」に関する自動車分野における技術ロードマップより



21【交通】電気自動車のシェア

新車販売台数における電気自動車の比率
（一部プラグインハイブリッド含む 2023年 括弧内は普及率）

ノルウェー 93％（29％） 中国 38％（8％）
アイスランド 71％（18％） アメリカ 10%（2％）
スウェーデン 60％（11％） 韓国 8%（2％）
フィンランド 54%（ 8％） 日本 4％（1％）
デンマーク 46％（11％）

https://www.iea.org/data-and-statistics/data-tools/global-ev-data-explorer



22【交通】公共交通がまちを元気にする？

宇都宮（木原撮影）



23【交通】LRTが支える「移動の権利」
オーストリア ウィーン（木原撮影）



24【交通】賑わいのあるまちづくり（ウィーン）



25【交通】人口1000人の村を支えるバス

オーストリア クルムバッハ村（木原撮影）



26【交通】市がエネルギー事業の収益で・・
オーストリア フェルトキルヒ市（木原撮影）



27【交通】公共交通を支える
オーストリア フェルトキルヒ市（木原撮影）



28【交通】EVカーシェア

ドイツ フライブルグ
（木原撮影）



だれもがガソリン車を
使わなくても便利に
移動できる岐阜市を
実現するには



【再エネ】再エネは足りるのか

図：安田陽先生
「#インスタ映えするデータと

エビデンス」より

30

日本全体では
（計算上は）足りそう

岐阜市の再エネポテン
シャルは消費の0.76倍
（環境省地域経済循環分析より）

足りない 他地域との連携が必要



【再エネ】値段は高い？

気象庁 IPCC AR6/WG3報告書の政策決定者向け要約（SPM）の概要 より

31

再エネ価格は劇的に低下



32【再エネ】ソーラーカーポート

左：三重大学の例 右：宮古島市の例 いずれも木原浩貴撮影

新たな土地開発不要 夏に車内が暑くならない 雨の日にぬれずに乗り降りできる



33【再エネ】ソーラーシェアリング

いずれも株式会社ガリレオ施工のもの 左：ガリレオ様提供 右：木原撮影

農家が、農地の上で収入を得られる仕組み （写真のものは角度を変えて日射を調整可能）



【再エネ】「再エネ争奪戦」の開始

図：日本のエネルギー 2023年度版 「エネルギーの今を知る10の質問」 https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/energy2023/index.htmlより

IEA「Market Report Series - Renewables 2022（各国2021年時点の発電量）」、IEAデータベース、総合エネルギー統計(2021年度確報値)等より資源エネルギー庁作成

34

再エネ戦国時代
の始まり

岐阜市役所・学校・岐
阜市内の企業が使用
する再エネ電力をどう
やって確保する？



【再エネ】 需要家がコミットする仕組み

35

小売電気事業者

これまで（FIT制度） これから

電力会社（一般送配電事業者）

需要家（一般家庭含む）

電力
（基本的に
全量売電）

買取
（基本的に20年間の
買取価格保証）

国の制度に基づく「再エネ賦課金」の支払い

需 要 家

電力 買取
（長期契約）

費用はみんなで薄く広く負担 長期契約で保証

買い手がいれば
投資できる

発電者と
需要家をつなぐ

安心して
投資できる

安心して
融資できる

35



36【再エネ】市民出資太陽光発電
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福知山市 福知山市×たんたん

市の公共施設への累積PV導入量（kW）

累積導入量を

3年で約9倍に

公共施設の屋根で「みんなの発電所」づくり
防災力強化 ＋ 関係人口の創出・強化 にも



【再エネ】市民出資太陽光発電の仕組み 37

福知山市施設

たんたん
エナジー発電
合同会社

（たんたんエナジーが
100％を出資し代表
社員を務める会社）

料金の
支払い

設備の設置（所有）
再エネ電気の直接
供給

京都北都
信用金庫

返済

融資

地域公共人材・政策
開発リサーチセン
ター(LORC)

ノウハウ提供

匿名組合出資

分配金
投資家特典

たんたん
エナジー株式会社

実質再エネ
電力の供給

プラスソーシャル
インベストメント
株式会社

＝

龍谷大学

PV＋蓄電池＋V2Bで
地域防災力強化に貢献

市民出資で「参加の場」を
確保 受容性向上に

自治体が初期投資を
準備しなくても設置可能に

投資家特典（観光クーポンや
地元産品）で関係人口創出



【再エネ】再エネ×地域課題（福知山の事例） 38

地域新電力と市が連携し、
家庭の電気代の一部を地域のNPO等へ寄付

地域新電力と地域スポーツクラブが連携し
部活動地域展開等をサポート



良いね!が集まる
再エネ発電所づくり・

その電気を岐阜市で使える
仕組みを実現するためには



【産業】流出するエネルギー費用

化石燃料の輸入額

25.5兆円
（2024年）

＜参考＞
■子ども家庭庁予算（R7年度当初）

7.1兆円
■自動車等の輸出額（2024年）

24.5兆円
■消費税額（2024年）

23.8兆円
■税収総額（2023年）

69.6兆円

40

40



41【産業】流出するエネルギー費用（岐阜市）

岐阜市からの
年間エネルギー費用流出額は

440億円

環境省地域経済循環分析より



42【産業】温室効果ガス排出と経済成長

データ提供：産業技術総合研究所 歌川学氏

GDP
約50％増

GDP
約70％増

GDP
約25％増

温室効果ガス
約40％減

温室効果ガス
約45％減

温室効果ガス
約10％減

46％削減の基準年
（90年から約10％増）



【産業】GXに乗り遅れないか

図：資源エネルギー庁ウェブサイ トhttps://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/gx_02.html より

◆ 「GX経済移行債」を発行して先行投資（国：20兆円 官民：150兆円）

◆ 2023年度 排出量取引スタート 2026年度 本格稼働。
◆ 2033年度ごろ 発電事業者に対する「有償オークション」を導入。
◆ 2028年度 化石燃料輸入業者に対する炭素排出量に応じた賦課
金を導入。

43

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/gx_02.html
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44【産業】 求められるサプライチェーンでの脱炭素

TCFD：「気候関連財務情報開示タスクフォース」
（Task Force on Climate-related Financial Disclosures）

プライム市場はTCFDに基づく情報開示を実質義務化

スコープ1 自社の直接排出
スコープ2 使用する電気等の生産に関する排出 だけではなく

スコープ3（サプライチェーン全体）についても「開示を強く推奨」

中小企業版SBT取得を求める企業も増加

図：環境省資料よりhttps://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/SBT_syousai_03_20250929.pdf



45【産業】伝統産業も脱炭素へ

写真：大阪万博公式サイトより

大阪万博のパビリオンに西陣織を提供した「株式会社細尾」は、海外ブランドからの
要請に応え、すでに本社ビルや工房などすべての電力を再エネに切り替え。近く桑畑
や養蚕工場もつくり、すべてを持続可能な工程でつくることを発表。



46【産業】公共工事の脱炭素化

ノルウェーのオスロは、公共工事の現場での脱炭素化をめざし、日立建機の電動
重機（＋再エネ電気）を活用して工事を推進。静音性もメリット。
日本の国土交通省も、電動油圧ショベル等の認定制度を整備。

https://www.komatsu.jp/ja/newsroom/2021/20210126 https://www.hitachicm.com/global/wp-content/uploads/2021/09/2021_41-42.pdf,

https://www.komatsu.jp/ja/newsroom/2021/20210126
https://www.hitachicm.com/global/wp-content/uploads/2021/09/2021_41-42.pdf
https://www.hitachicm.com/global/wp-content/uploads/2021/09/2021_41-42.pdf
https://www.hitachicm.com/global/wp-content/uploads/2021/09/2021_41-42.pdf
https://www.hitachicm.com/global/wp-content/uploads/2021/09/2021_41-42.pdf
https://www.hitachicm.com/global/wp-content/uploads/2021/09/2021_41-42.pdf


47【産業】ビニールハウスの脱炭素化

ハウス用のヒートポンプエアコンによりコストと
CO2を大幅削減。再エネ電力ならさらに効果大。

高知県では、太陽光発電で作った温水や、地下水熱
のハウス栽培での活用例も。

他に、木質バイオマスボイラーの活用も有効。https://www.ac.daikin.co.jp/catalog/chutei/products/middle_aircon/hpより

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-keikaku-gaiyo-12.pdfより

https://www.ac.daikin.co.jp/catalog/chutei/products/middle_aircon/hp
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-keikaku-gaiyo-12.pdf
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-keikaku-gaiyo-12.pdf
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-keikaku-gaiyo-12.pdf
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-keikaku-gaiyo-12.pdf
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-keikaku-gaiyo-12.pdf
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-keikaku-gaiyo-12.pdf
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-keikaku-gaiyo-12.pdf
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-keikaku-gaiyo-12.pdf
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/preceding-region/3rd-keikaku-gaiyo-12.pdf


ゼロ・カーボンを
経済成長のチャンスに
変えるまち岐阜市を
実現するためには



＜最後に＞

ゼロ・カーボン岐阜市を
「手が届く」「おいしい」ものにしよう



認知的不協和 （イソップ物語「キツネとブドウ」） 50

50



51気候変動への「無関心」問題
（江守正多氏の論考より）

【なぜか】
・気候変動について知らないせい？
・自分勝手なせい？

【じゃあ、どうするか】
・気候変動について知ってもらう？
・自分にも影響があることを知ってもらう？

【どうなったらいいの？ 】
・みんなが関心を持ってエコな生活を送る？

【なぜか】
・「負担意識」があるせいでは？
（関心がある人にもあるのでは？）

【じゃあ、どうするか】
・「負担意識」を変えていこう！
（脱炭素は前向きな社会のアップデート）

【どうなったらいいの？ 】
・「本質的な関心を持つ人」を増やして
システムの変化を起こそう！

江守正多（2020）気候変動問題への「関心と行動」を問いなおす―専門家としてのコミュニケーションの経験から, 環境情報科学, 49 (2), 2-6.
本スライドは江守氏のプレゼンテーション資料をもとに、許可を得て、複数スライドの内容を統合して作成

「卒エコ」しよう！



事例 地域住民が描く地域の未来

京都府与謝野は、地域住民が「脱炭素型の与謝野町」を
描くワークショップを重ね、町はこれを計画にそのまま反映。

52

住民が文字どおり自ら描い
た2050年の与謝野町



53木原の脳内イメージ

（ｃ）たんたんエナジー



「一人ひとりががんばる」
ではどうしても限界がある

事例を参考に「みんなで脱炭素」
を考えてみよう

（「巻き込み構造」の逆回転化）


	スライド 1
	スライド 2: 木原について（岐阜出身の48歳）
	スライド 3
	スライド 4: 「ゼロカーボン」の必要性
	スライド 5: ゼロ・カーボンって、どういう状態？
	スライド 6: CO2はどこから出ているのか（部門別）
	スライド 7: CO2はどこから出ているのか（家庭）
	スライド 8
	スライド 9: 【建築物】木原の自宅（探さないでね・・）
	スライド 10: 【建築物】鳥取県の健康省エネ住宅
	スライド 11: 【建築物】ZEHの普及状況
	スライド 12: 【建築物】ZEB改修でコスト削減
	スライド 13: 【建築物】プラス・エネルギー市庁舎
	スライド 14: 【建築物】プラス・エネルギ-集合住宅
	スライド 15: 【建築物】ウィーンの社会住宅
	スライド 16: 【建築物】日本のゼロカーボン街区の例
	スライド 17: 【建築物】高校生の声で実現した学校断熱
	スライド 18: 【建築物】学校断熱ワークショップの効果
	スライド 19
	スライド 20: 【交通】ガソリン車は販売禁止へ
	スライド 21: 【交通】電気自動車のシェア
	スライド 22: 【交通】公共交通がまちを元気にする？
	スライド 23: 【交通】LRTが支える「移動の権利」
	スライド 24: 【交通】賑わいのあるまちづくり（ウィーン）
	スライド 25: 【交通】人口1000人の村を支えるバス
	スライド 26: 【交通】市がエネルギー事業の収益で・・
	スライド 27: 【交通】公共交通を支える
	スライド 28: 【交通】EVカーシェア
	スライド 29
	スライド 30: 【再エネ】再エネは足りるのか
	スライド 31: 【再エネ】値段は高い？
	スライド 32: 【再エネ】ソーラーカーポート
	スライド 33: 【再エネ】ソーラーシェアリング
	スライド 34: 【再エネ】「再エネ争奪戦」の開始
	スライド 35: 【再エネ】　需要家がコミットする仕組み
	スライド 36: 【再エネ】市民出資太陽光発電
	スライド 37: 【再エネ】市民出資太陽光発電の仕組み
	スライド 38: 【再エネ】再エネ×地域課題（福知山の事例）
	スライド 39
	スライド 40: 【産業】流出するエネルギー費用
	スライド 41: 【産業】流出するエネルギー費用（岐阜市）
	スライド 42: 【産業】温室効果ガス排出と経済成長
	スライド 43: 【産業】GXに乗り遅れないか
	スライド 44: 【産業】 求められるサプライチェーンでの脱炭素
	スライド 45: 【産業】伝統産業も脱炭素へ
	スライド 46: 【産業】公共工事の脱炭素化
	スライド 47: 【産業】ビニールハウスの脱炭素化
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50: 認知的不協和　（イソップ物語「キツネとブドウ」）
	スライド 51: 気候変動への「無関心」問題 （江守正多氏の論考より）
	スライド 52: 事例　地域住民が描く地域の未来
	スライド 53: 木原の脳内イメージ
	スライド 54

